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〇 調査期間中における運航便数 

 

 

 

 

調査地点 

①海の中道海浜公園、
②筑紫少⼥苑、
③雁の巣地区住宅地、
④雁の巣病院、⑤奈多⼩学校、
⑥和⽩⼩学校、⑦和⽩⼲潟、
⑧雁の巣レクリエーションセンター

調査時期 
及び期間 

夏季 8 ⽉ （7 ⽇間） 
冬季 12 ⽉（7 ⽇間） 

調査 
地点 航空機騒⾳と同地点 調査時期 

及び期間 
夏季 8 ⽉ （2 ⽇間） 
冬季 12 ⽉（2 ⽇間） 

（１） 航空機騒音

※新型コロナウィルス感染症の影響により、運航便数が環境影響評価時よりも減少したが、
いずれの地点も航空機騒音の環境基準を満足している。

▶ ▶ ▶令和３年度も同様の調査を継続する。

（２） 超低周波音 ※耳では聞き取りにくい音。建具のがたつきや心理的・生理的な影響を及ぼす可能性がある。

※海の中道海浜公園、筑紫少女苑、雁の巣レクリエーションセンターにおいて超低周波音の目標が一部未達成である。

▶ ▶ ▶令和 3 年度、居住施設である筑紫少⼥苑は屋内調査を追加実施予定。
(その他の地点については、令和 3 年度も同様の調査を継続する。) 

〇冬季調査

〇夏季調査

１６１６ 固定翼機アセス時 

８８９ 固定翼機事後 1 期 

９８ ヘリコプター事後 1 期

１５７２ 固定翼機アセス時 

１１５４ 固定翼機事後 1 期 

１６２ ヘリコプター事後 1 期

超低周波 1/3 オクターブバンド音圧レベル調査結果 

超低周波 1/3 オクターブバンド音圧レベル調査結果 

夏季調査 冬季調査

福岡市環境影響評価条例第 29 条に基づき奈多ヘリポート供用後に実施する 

事後調査について、令和 2 年度の調査結果がまとまったので、概要版を整理した。 

具体的には、環境影響評価書に定めた 5 つの項目について、ヘリポート供用に伴う 

環境影響の評価結果をとりまとめたものである。 

※環境影響評価時：平成 28 年度実施 

評価基準：「航空機騒⾳に係る環境基準」との⽐較 
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〇 作業・調査項目 〇 球巣の確認状況 

〇 調査項目 〇 確認状況 

 

〇 鳥類の飛翔確認状況 

〇 東西方向断面の鳥類飛翔状況 

調査地点 ※⽣態系保護の観点から
調査位置は⾮表⽰。

調査時期 
及び期間 

春季 5 ⽉、夏季 8 ⽉、 
秋季 10 ⽉（各季：1 ⽇間） 

調査地点 ヘリポート東側アクセス道路沿い
の緑地帯及びその周辺

調査時期 
及び期間 

春季 5 ⽉、夏季 8 ⽉、秋季 10 ⽉、
冬季 1 ⽉（各季：約 30 ⽇間） 

調査地点 ヘリポート周辺
北側・南側・⻄側の 3 地点

調査時期 
及び期間 

春季 4 ⽉、春渡り 5 ⽉、初夏季 6 ⽉、 
夏季 8 ⽉、秋渡り 9 ⽉、秋季 11 ⽉、 

冬季 1 ⽉（各季：2 ⽇間） 

（３） カヤネズミの生息調査

※環境保全措置によるチガヤ群落の植生遷移が進み、カヤネズミの個体数も増加して定着しつつある

▶▶▶令和 3 年度も同様の調査を継続する。
環境保全措置（除草・草刈）は、初夏季にも実施して効果をさらに上げる。

（５） 鳥類の飛翔状況調査

（４）生態系調査

※工事中に減少していたが、供用時から回復傾向にある。 ▶▶▶令和 3 年度も同様の調査を継続する。
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【合計】

事前調査（1年目）：578個体

事前調査（2年目）：394個体

事後調査（第1期） ：510個体

※⼯事前：事前調査（平成 30 年度）/ ⼯事中：事前調査（令和元年度）/ 供⽤時：事後調査（令和 2 年度） 

カヤネズミの生息・繁殖に適する草地とするため、

セイタカアワダチソウ群落から営巣適地である

チガヤ優占の群落になるよう、草刈・除草を実施。

令和元年度 新規：2 個、放棄 1 個確認 

令和 2 年度 新規：30 個、古巣 6 個、放棄 4 個 

⇒カヤネズミは個体数を増やし定着しつつある。

【確認種】 ４目７科１０種（ノウサギ、ネズミ科、アライグマ、タヌキ、 

キツネ、テン、イタチ属、二ホンアナグマ、ノネコ、イノシシ） 

（参考）[工事前] 3 目 6 科 8 種 [工事中] 4 目 6 科 8 種 

 [種数]   ①工事前 ▶ ②工事中：変化なし、 ▶ ③供用時：増加

[個体数] ①工事前 ▶ ②工事中：減少傾向、 

▶ ③供用時：増加傾向（工事前と同程度に回復）

事前調査（平成 30 年度）：578 個体
事前調査（令和元年度）：394 個体
事後調査（令和２年度）：510 個体 

事前調査(平成 30 年度） 

事前調査(令和元年度)

事後調査(令和２年度）

道路付替工事に伴い、緑地帯の縮小や生態系の 

移動経路の分断が懸念されたため、無人撮影装置を

用いて緑地帯の移動経路利用状況調査を実施。 

※ヘリポート供用時から飛翔個体数はやや増加傾向。飛翔高度は 50ｍ以上で増加傾向にある

▶▶▶令和 3 年度も同様の調査を継続する。

環境影響評価時 

事後調査(第 1 期) 

東西方向、南北方向ともに 

・飛翔経路：大きな変化なし

・飛翔個体数：やや増加傾向、確認種数は 88 種

※ヘリポート敷地内、観測飛翔数

東西方向：環境影響評価時 103 例

▶ 事後調査第１期 126 例

南北方向：環境影響評価時 33 例 

▶ 事後調査第１期 41 例

・飛翔高度：50ｍ以下が多い。50ｍ以上は増加傾向

※50ｍ以上を飛翔する種はトビが最も多く確認された

⼯事着⼿前 ⼯事中

※平成 28 度実施 




